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小林真吾（愛媛県新居浜市大生院 2133-2 愛媛県総合科学博物館 kobayashi-shingo@pref.ehime.jp）

38．愛媛県　追補

（A）　植物誌
これまで愛媛県ではいくつかのフロラリストが刊
行されたが『愛媛県産植物の種類』（山本1978）以
降，新しいものは無い。植物誌に関しては，現在，
愛媛植物研究会を中心に刊行の計画があるが，作業
はようやく端緒についたばかりである。
県内ではレッドデータブック（RDB）の刊行に
あわせて目録が整備されている。松山市版に関して
は2002年のRDB刊行にあわせて最初の目録が発行
され，先ごろ2012年版改訂RDBにあわせた野生動
植物目録が刊行された。愛媛県版RDB改訂に伴う
目録の刊行に関しては，まだ計画中の段階である。
（B）　研究機関
愛媛県内の大学では植物分類・植物地理に関する
講義は開講されておらず，大学で系統的に植物標本
を扱う事例は皆無に等しい。唯一，松山東雲短期大
学の植生学研究室が県内のフロラ情報の収集を行っ
ていたが，教官の退官とともに研究室は閉鎖され，
学界で植物研究の中心的役割を担う場所は消滅し
た。
約50年におよぶ活動の歴史があった愛媛県立博

物館（松山市）は，2008年度末を持って閉館，全
ての標本は愛媛県総合科学博物館（新居浜市）に移
管された。現在，自然史系の学芸員が常駐する博物
館は総合科学博物館および面河山岳博物館（久万高
原町）のみである。

2012年4月から県衛生環境研究所（松山市）の
内部に「生物多様性センター」が設置され，県ＲＤ
Ｂの編纂などの業務を行うほか，野生生物に関する
情報収集を行うこととなった。標本管理など今後の
業務展開に期待しているところである。
（C）　標本
愛媛県立博物館には八木繁一，余呉一角，山本一，
山本四郎らによって採集された約6万点の植物標本
が収蔵されていたが，閉館に伴い全て総合科学博物
館へ移管された。一方，受け入れ先の総合科学博物
館には三好保徳，石川早雄，野村義弘，藤田幹雄ら
の標本約5万点があったため，同館には合計11万
点近くの標本が収蔵されている。県内に分散してい
た標本が1か所に集まり利便性は高まったものの，
整理が追い付いていないため，閲覧などのサービス
は限定的な対応となっている。
県内には面河山岳博物館や今治市鹿の子池公園施
設などに数千から1万点程度の標本が保管されてい
るが，植物分類の専門スタッフは常駐していない。こ

のほかにも県内各地にある小規模な郷土資料館や文
化センターなどに，数千点規模のまとまった標本群
があることが判明しているが，詳細は調査中である。
（D）　レッドデータブック

2002年に松山市版RDB『レッドデータブックま
つやま』が刊行され，2003年には愛媛県版RDB『愛
媛県の絶滅のおそれのある野生生物』が刊行されて
いる。松山市版では285種，愛媛県版では826種が
掲載された。
松山市では，大規模な市町村合併を受けて2009

年から改訂作業を開始し，2012年3月に改訂版を
刊行した。改訂版では，333種（前回より48種増加）
が掲載された。
一方，愛媛県版も現在，改訂作業が行われている

ところであり，こちらは2013年～2014年にかけて
の刊行が見込まれている。
松山市版の改訂では対象となる生物群は従来と同

じだが，愛媛県版の改訂にあたっては，新たに藻類
と地衣類の2分野を対象に加えることとなった。
（E）　植物群落
全県的な植物群落調査としては新しいものは無い

が，2003年に刊行された愛媛県版レッドデータブッ
クに，松井（1994）を基にした現存植生図と植生
の概要が記載されている。
地域的なフロラリストや群落調査の結果としては

『城山（宇和島市）の植物相と植生及びその保全』
（橋越　2003）が愛媛植物研究会の機関誌「エヒメ
アヤメ」第41号に掲載されている。
県内の高等学校生物教員で構成されている「愛媛

県高等学校教育研究会理科部会生物部門」が定期的
に県内各地で生物調査を実施しており，芸予諸島の
伯方島における第3次調査の報告書が2012年に刊
行されている。同報告書では植物相の調査として高
等植物，移入植物，森林植生，湿地・水生植物，海
岸植物，海草・海藻類，地衣類，菌類についてまと
められている。
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